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１．四半期財務情報の作成等に係る事項
　① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無  　 ： 無

　② 最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 無

　③ 連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 　　　　　　： 有

【連結範囲及び持分法の適用に関する事項】

連結子会社数　21社 持分法適用非連結子会社数　1社 持分法適用関連会社数　3社
【連結範囲及び持分法の適用の異動状況】

連結(新規) 1社：平成16年6月15日よりヰセキキャピタル株式会社を新規連結子会社としております。

２．平成17年3月期第１四半期の財務・業績の概況（平成16年4月1日～平成16年6月30日）

 (１) 経営成績(連結)の進捗状況 （％表示は対前年同期増減率）

　   　　百万円　   　％ 　   　　百万円　   　％ 　   　　百万円　   　％

     26,938      △ 0.7       5,283         12.2       2,736         11.6
     27,116      △ 7.3       4,707    △ 17.0       2,452    △ 18.7
   109,494      △ 4.4     21,698           2.9       7,532    △ 15.9

円 　　　銭 円 　　　銭

           22 　 90            22 　　08
           19 　 11            18 　　51
           59 　 04            57 　　29

(注) ① 当社を通して行っていた売掛債権証券化の一部を、平成15年8月より、当社を通さず当社が管理する特別目的会社
        (ＳＰＣ)に直接譲渡するスキームに変更いたしました。従いまして、平成16年3月期第１四半期の取扱高について
        は、既に公表した数値を遡及修正(12,129百万円減額)しております。
　 　② 期中平均株式数(自己株式控除後)は次のとおりです。

17年3月期第１四半期  119,542 千株
16年3月期第１四半期  128,259 千株

(参考) 16年3月期  125,829 千株

 (２) 財政状態(連結)の変動状況

    百万円     百万円     ％ 　円

(注) 四半期末発行済株式数(自己株式控除後)は次のとおりです。

17年3月期第１四半期末  118,888 千株
16年3月期第１四半期末  128,125 千株

(参考) 16年3月期末  120,811 千株

1,738 
1,783 

17年3月期第１四半期

16年3月期第１四半期
17年3月期第１四半期

当期純利益

（参考）16年3月期

総　資　産 株　主　資　本 株主資本比率

潜在株式調整後
1株当たり当期純利益

2,032,784 222,708

16年3月期第１四半期
（参考）16年3月期

１株当たり当期純利益

営 業 収 益 営業利益(経常利益)

17年3月期第１四半期

1株当たり株主資本

2,204,894 212,570  9.6  1,787 
11.0

（参考）16年3月期 2,151,270 215,522 10.0
16年3月期第１四半期

　   　　百万円　   　％

    477,230          4.2
    458,194         12.1
 1,822,794          4.3

取扱高

－1－



 (３) 業績の概況

　　当第１四半期における我が国経済は、企業部門の業績改善が雇用などを通じて家計部門にも波及し、設備投資

　と個人消費を柱とする内需主導の回復が見えてまいりました。

　　このような状況の中で、当社グループは平成14年10月に策定した「中期経営計画」を推し進めるため、｢伸ば
　す５事業」(下記参照）への構造転換を図ってまいりました。また、自動車ローン事業を縮小し自動車ファイナ

  ンス事業は、子会社の日立キャピタルオートリース株式会社に統合いたしました。

　　この結果、自動車ローン事業の取扱高は当第１四半期で476億円（前年同期比70％）と減少しておりますが、
　｢伸ばす５事業｣が前年同期比29％増と好調に推移したため、取扱高合計は前年同期比4％増の4,772億円となり
　ました。

　　収益面におきましては、自動車ローン事業の縮小から営業収益は前年同期と横這いの269億38百万円となりま
　したが、金融費用の削減に努めた結果、営業利益は同12％増の52億83百万円を計上いたしました。

（参考）「伸ばす５事業」の取扱高

３．平成17年3月期の連結業績予想（平成16年4月1日～平成17年3月31日）

　   　　百万円　   　％ 　   　　百万円　   　％ 　   　　百万円　   　％

55,000      △ 0.1 10,500          1.3 5,500          2.4
110,500          0.9 22,000          1.4 11,600         54.0

(注) 取扱高 中間期 909,000 百万円 通　期 1,846,000 百万円
　(参考) １株当たり予想当期純利益（通期）　　　96円 70銭

　　平成17年3月期の連結業績予想につきましては、中間期および通期とも平成16年4月22日付にて公表の当初予想
　に変更はありません。

　　なお、連結業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、最終の業

　績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。

以　上

中　間　期
通　　　期

営業収益 営業利益（経常利益） 当期純利益

項　　　 目

        　　　　        百万円         　　　 　　      百万円 　　　　　　　　　　　　％

オ ー ト リ ー ス 16,413 20,386 124
医 療 分 野 20,180 26,284 130
農家向ファイナンス 10,532 16,125 153
家 電 ・ リ フ ォ ー ム 17,492 17,676 101
（うち、ﾘﾌｫｰﾑﾛｰﾝ） (3,659) (5,630) (154)
住 宅 ロ ー ン 12,793 19,249 150
合　　　計 77,412 99,723 129

全体に占める５事業の
取 扱 高 比 率 (16.9%) (20.9%) －

17年3月期第１四半期 前年同期比16年3月期第１四半期

－2－
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